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地震研における、広報・アウトリーチ活動

東京大学地震研究所

• 東京大学附置研究所として1925年に設立．
• 地震・火山現象の科学的解明，それらに起因する災害軽減を使命とする．
• 地震・火山現象の根源としての地球内部ダイナミクスまでも包括的に研究．
• 地震学，火山学，地球物理学，地球化学，地質学，測地学，応用数学，情

報科学，土木工学，地震工学など，多様な専門を持つ約80名の教員が教育
研究に従事．

広報アウトリーチ室
• 防災・減災に関連する研究成果の社会還元は重要な使命のひとつ.
• 1999年外部評価を受け,2003年に所外の関係機関から招聘研究者および地

震研教員からなる「アウトリーチ推進室」を設置，組織的にアウトリーチ
活動に取り組む体制を整備．

• 2008年度より、広報とアウトリーチの双方に関わる問題に活動範囲を拡大，
2010年改組に伴い「広報アウトリーチ室」と改名.

• 現メンバー：室員７名（教員）、特任専門職員１名、技術補佐員１名



２．見学対応
・見学者への講義・出前授業
・所内施設見学（ラボツアー）

３．地震火山教材の製作
・震源地図、プレート地図など

・YouTube動画、実験教材の貸し出しなど

広報アウトリーチ推進室・活動内容

１．研究成果の広報
・地震研ホームページの運用
・広報誌、パンフレット等の発行
・地震・火山観測研究、解説記事の提供
・プレス発表（研究成果、調査報告、探査実験）
・報道機関からの取材対応
・一般からの問い合わせ対応
・地震火山防災関係者との懇談の場

／サイエンスカフェ開催



地震研究所 ホームページ

□地震研ホームページの 目的
・地震・火山情報の発信
・研究成果（論文）の一般向け解説
・各種行事案内



地震研ホームページ： 地震火山情報

□地震火山観測研究速報の掲載
・教員からの情報提供に基づく
・報道関係者の取材、教員の教材利用が主



地震研ホームページ： 地震火山情報



地震火山防災関係者との懇談の場

□近年のテーマ
『ネパールの次の巨大地震に備える（纐纈一起） 』2020年８月７日
『日本海地震・津波調査プロジェクト（佐藤比呂志） 』2020年１月17日
『地球を数理科学するービッグデータと統計学で拓く地震研究の未来ー

（長尾大道） 』 2019年7月26日

□地震火山防災関係者との懇談の場

• 研究成果を的確に社会に伝えるためには，仲介者とな
る報道や行政機関，教育関係者との十分なコミュニ
ケーションが不可欠

• 国内外の地震・火山災害の解説，地震研究所が取組む
研究課題などの話題提供を行う機会としての「地震火
山防災関係者との懇談の場」を開催．

（現在・オンライン開催中）



地震・火山噴火予測研究のサイエンスカフェ

□地震・火山噴火予測研究のサイエンスカフェ
(地震・火山噴火予知研究協議会との協働開催、
「観測計画研究」外部評価指摘事項・・予測研究の現状を社会に丁寧に伝える

• 報道関係者、自治体防災担当者を対象
• 地震火山噴火の予測研究の現状と課題
• 研究者・参加者の意見交換、双方の理解を深める

□これまでのテーマ
第１回：「近年の浅間山噴火等を例にした，火山噴火予測研究の現状 2019年12月３日
第２回：「大地震発生後の地震活動の推移予測の難しさ」2020年2月20日
第３回：「地震に先行する現象の評価：災害情報への利用可能性」 2020年6月24日
第４回：「火山の観測研究体制・人材育成の現状と課題」2020年８月27日

（現在・オンライン開催中）



中高大学生等の地震研究所見学対応 ー 講義

□地震研究所見学対応
• 国内外からの中高大学生等の地震研究所見学（2019年度：50件,1500名）
• 所内教員の協力を得て、地震火山に関する講義を実施
• その他、出前講義、講演会への講師依頼の調整

（現在、現地受け入れ中断、
オンライン開催中）



中高大学生等の地震研究所見学対応 ーラボツアー

□地震研究所施設紹介（ラボツアー）
• 海底地震計、海底ケーブル地震・津波計展示
• 首都圏地震観測網（MeSO-net）観測点、地震観測実験
• 建物免震装置、など



地震研究所一般公開・公開講義

2018年8月1日

2020年９月21日
オンライン開催予定□地震研究所公開講義・一般公開（来場者数、約1000名）

• 研究施設紹介、研究展示
• 学生実験
• 公開講義



国内・国際学会ブース出展

□国内・国際学会、防災展へのブース出展
• JpGU大会への出展（高校生、大学生の地震火山研究への勧誘）
• AGU, EGU, AOGS等での地震研国際地震・火山研究推進室（国際室）との共同出展
• 地震研海外招聘研究員制度の紹介・勧誘、国際共同研究に向けた情報収集等

2018年EGU大会にて



地震火山教材の制作

□日本・世界震源地図教材（日本語版、英語版）の製作
• 見学者への配布、講義・出前授業での教材利用
• 制作過程や教材利用をYouTube動画で解説

世界のプレート・火山マップ

日本震源地図
（日本語・英語版）

世界震源地図
（日本語・英語版）

紙模型

鯰絵絵はがき、
クリアフォルダー



□地震火山教材の開発
• 一般公開等での地震火山工作教室のアーカイブ
• 出前授業・展示への機材の貸し出し

地震火山教材の制作ー出前授業支援ツール



YouTube地震研チャンネル

□YouTube地震研チャンネル
• 地震・火山教材、自主制作または映画制作会社による
• 学会オンライン展示等への活用



東京大学地震研究所 広報アウトリーチ活動 ー課題ー

１. 広報の効果を高めるために
・ターゲットの明確化

中高大学生…地震火山、固体地球科学への勧誘
報道関係者･･･地震火山防災情報の理解促進
広く社会一般･･･防災啓発

・費用対効果の視点
教員の教育研究活動への負担vs社会的責任
事業内容の見直し・再構築

２. オンライン広報の強化に向けて
・Web文字中心情報から、YouTube等の動画コンテンツへ
・インタラクティブ広報・教材（バーチャル見学360度動画など）
・オンラインの利点（遠隔参加のしやすさ、手軽さ）積極的活用
・SNS等を活用した、タイムリーな情報発信の可能性

バーチャルラボツアー（360度動画）、制作中


